
牛乳消費拡大PR
牛乳を飲もうY

　5月26日、牛乳の消費拡大ＰＲに

ＪＡ新函館酪農生産部会八雲支部（谷博之

支部長）の３人が、岩村町長を訪れました。

　谷支部長は、「牛乳は安いし健康に良い。何よりおいしいので各

家庭でもっと牛乳を飲んで欲しい。乳製品の消費拡大をお願いし

ます」と岩村町長へ呼びかけました。

　今後は町のイベント等で無料配布を行うなど、町内外の方々に

広くＰＲを行う予定です。

　6月18日、アイヌ刺しゅう愛好者団体「ユーラップレラの会」よりアイ

ヌ民族の伝統衣装「ルウンペ（木綿衣）」が町に4着、八雲山車行列実行委員

会に3着寄贈されました。

　町に寄贈されたルウンペの内1着は、4月に来日したオバマ米大統領に贈

られた衣装の複製で、オバマ大統領に贈った分は紺地に対し、町に寄贈され

た物は茶色地となっています。

　ユーラップレラの会は「八雲のアイヌ民族について理解を深める機会にな

ればうれしい。町長にはアイヌ語のあいさつ『イランカラプテ』（こんにち

は）をおもてなしの合い言葉として広めて欲しい」と話していました。

　寄贈していただいたルウンペは、以前寄贈していただいた辨開凧次郎の複

製衣装と共に、郷土資料館で展示しています。

アイヌ民族伝統衣装八雲町へ寄贈
ユーラップレラの会Y

　6月3日、八雲高等学校総合ビジネス科の1年生9

名が、八雲町もち米消費拡大推進協議会の柴田英

晴会長の水田に田植えを行いました。

　八雲高等学校では、八雲特産のもち米「風の子

もち」消費拡大をテーマとしてプロジェクトを実

施しており、これまで若手農業者や他団体と連携

し、「ホタテキッズおこわ」等の加工品の開発に協

力していました。

　生徒は生産者より指導を受けながら手や機械に

よる田植え体験を行い、「風の子もち」の生産過程

を学んでいました。

　今年で29回目を迎える、やくもミルクロード

レース大会が6月8日に開かれました。

　2km、5km、10km、ハーフマラソン、車いすの

各クラスに男女合計約450人が参加し、今年も交

流のある愛知県小牧市からランナー2名がレースに

参加しました。

　参加者は、アップダウンのある酪農地帯を力強

く駆け抜けました。

　また、ゴール後にはＪＡ新函館酪農生産部会八

雲支部より牛乳パック200ml、550個が無料で参

加者に振る舞われました。
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